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ご説明用の
LEDご紹介

2



モデル:
X5

ディスプレイ解像度：
576X432ドット

パネル数量：
24枚（横6× 縦4）

スクリーンサイズ：
3,000㎜× 2,250mm

3 ご説明用LED（ロジックご説明用サンプル）



接続構成
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[LEDスクリーン]
[Windowsパソコン]

搭載ソフト

・NovaLCT-Mars

・NovaStudio Plus

[LEDコントローラー]

モデル名：

・MCTRL660

5 接続構成（参考機：X5＠ショウルーム）

制御用

USB

画像用

HDMI

/ DVI

• 詳細は、10ページ参照。
（ページタイトル：ケーブル接続確認）



[LEDスクリーン] 横14枚 × 縦5枚
[Windowsパソコン]

搭載ソフト

・NovaLCT-Mars

・NovaStudio Plus

[LEDコントローラー]

モデル名：

・MCTRL660

6 接続構成（参考：X16 ）

制御用

USB

画像用

HDMI

/ DVI

• 詳細は、10ページ参照。
（ページタイトル：ケーブル接続確認）

中
略



投影前確認
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8 パソコン側の解像度確認

* パソコン解像度と同じ値をLEDコントローラーの解像度に設定。



9 パソコン側のスクリーンセーバー確認

スクリーンセーバーをオフ。



画像用HDMIまたはDVI

LEDコントローラー

制御用USB

LAN出力（RJ45 → CAT5)

10 ケーブル接続確認

LEDスクリーン
LAN出力は、1ポートにつき60万画素まで。
（例）

4Kでは、すべてのポートを使用。
1ポートあたり1920× 320が最大。



LEDコントローラー MCTRL660

A： DVIまたはHDMIの接続元の表示（黒抜き表示）
B： この機器はMasterであるかRedundancyであるかの確認（黒抜き表示）
C： 現在の出力サイズの設定
D： 明るさ
E： 接続されているLANポートの表示

11 LEDコントローラー表示確認

1360× 768
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LEDスクリーンの
コンフィグレーション



用途：
・LEDの設定
・コンフィグレーション

LEDコントローラーと接続するPCに「NovaLCT-Mars」と「NovaStudio Plus」が
インストールされてない場合は、下記アドレスのメーカーダウンロードサイト
でそれぞれダウンロードして下さい。
http://www.novastar-led.com/downloads/software-and-documents/

13 PC側ソフトウェアの確認

用途：
・送出する素材の管理
・画像出力

① NovaLCT-Mars ② NovaStudio Plus



・「Nova LCT-mars」を立ち上げ、「ユーザ」Tabを開き、ログインします。”666“
・「制御システム」には接続完了されてあれば“１”と表示されます。
・その後、「ディスプレーの配置」を押下します。

14 Nova LCT-mars の立ち上げ



素材の映像出力解像度と同じく、送信ボードの解像度を設定

現在接続されているポートを表示。
表示なければ接続を確認する。

確認後、押下

※うまく映らない場合の確認ポイント
パソコンのディスプレイの設定と同じ設定か？

15 ディスプレースクリーンの配置



2. バックアップ用の
コントローラー設定

16 バックアップのコントローラー設定

バックアップ機の設定
（どのポートから出てるのか？）
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17 受信カードの設定-1

受信カード配置ファイルの導入

メインウィンドウでスクリーンコンフィグをクリック
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18 受信カードの設定-2

 受信カードのタブを選択。
 ファイルから読み込みをクリック

して、相応しいRCFGファイルを導
入する。

 右の受信カードに発信をクリック
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19 受信カードの設定-3

ここですべての受信カードに発信
するのか、別々に発信するのかを
選択。
（普通はすべてにお勧めです）
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20 受信カードの設定-4

発信完了後、固化（Save)をク
リックしたら完成。



①

②

③

①選択

②LEDのパネル列と行を設定

③実際に接続している通りに
マウスで接続。
（前面側から見た順番）

④ショールームの場合、
ここまで設定できたら、
“ハードウェアに発信”を
押してLEDへ設定を反映させます

④

21 顕示スクリーンの接続 -1



LANケーブル複数接続していれば
その順番にも気をつけてください

⑤その後、設定ファイルを
保存します。
⑥“ファイルからロード”で
次回からこの設定を呼び出せば
簡単にLEDへ表示できます。

⑦設定したら最後に”ハード
ウェアに発信“を押します

受信カードのサイズの設定
* 17ページ資料と同じ値

⑤⑥ ⑦

22 顕示スクリーンの接続 -2



①①選択

このページは、②のような

LED接続の場合に簡単に接続設定
する際にご参照下さい。

②

23 参考：簡易ディスプレー スクリーン

参考ページ



①

①選択
このページは、下記の様な
複雑なLED接続の場合、
ご参照下さい。

LED

LEDLED

Y座標

X座標
0 90 180

100

50

参考ページ

24 参考：複雑なディスプレー スクリーン



輝度の調整
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手動で調整26

手動を選択して、輝度を調整した後、右下のボタンをクリックすれば完了



自動的に調整27

自動調整を選択した後、ウィザー
ドボタンをクリック

ここで時間割で調整とか、セン
サーで調整とかを選択。



自動的に調整28

時間割で調整の次は、ここでどの
時間がどんな輝度で設定できる。

センサーで調節の次は、ここでセ
ンサーを選択して、環境の明るさ
に相応しい輝度を設定できる。
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スクリーンへの
画像出力



LEDに画像出力するソフト NovaStudioPlusを立ち上げます

1. 実際にLEDに出す画面の大きさを設定します（ピクセル数の設定）

30 NovaStudioPlusの立ち上げ



出力する映像、写真の選択 ①“媒体添加”で送出素材を選択
②ここに選択したファイルが表示されます
③素材が決定したら“放映”でLED出力

①

②

③

31 出力する素材の選択



32 放映時間設定

新しい時間割を新規すると、ここで放映する期日、曜日、時間が設定できる。
ほかの期間で新しい内容を放映したいなら、もっと時間割りを立てればいいです。
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テスト出力



34 色別出力テスト
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テスト出力


